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○収益的収入 （単位：円、税込）

款 項 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 比較（Ｂ－Ａ） 主　な　内　容

4,069,847,000 3,990,853,879 △ 78,993,121

3,633,076,000 3,556,163,227 △ 76,912,773

　給水収益 3,323,100,000 3,340,860,677 17,760,677 　水道料金

　受託工事収益 298,361,000 206,316,530 △ 92,044,470 　水道利用加入金

　その他の営業収益 11,615,000 8,986,020 △ 2,628,980 　他会計負担金

436,769,000 434,413,706 △ 2,355,294

　受取利息 7,000 4,816 △ 2,184 　預金利子

　長期前受金戻入 292,303,000 298,233,687 5,930,687

　消費税及び地方消費税 15,027,000 0 △ 15,027,000

　雑収益 129,432,000 136,175,203 6,743,203 　下水道使用料等徴収手数料

2,000 276,946 274,946

　固定資産売却益 1,000 240,360 239,360 　公用車売却代金

　過年度損益修正益 1,000 36,586 35,586 　水道料金更正、消費税還付金（更正）

○収益的支出 （単位：円、税込）

款 項 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 比較（Ａ－Ｂ） 主　な　内　容

3,739,272,000 3,509,194,914 230,077,086

3,629,220,000 3,429,429,341 199,790,659

　原水及び浄水費 1,632,325,000 1,569,901,851 62,423,149 　職員給与費3名分、委託料、県水受水費

　配水及び給水費 351,252,000 306,932,712 44,319,288
　職員給与費13名分（内会計年度2名分）、
　委託料、修繕費

　受託工事費 55,099,000 10,628,133 44,470,867 　職員給与費1名分、委託料

　総係費 245,438,000 238,696,518 6,741,482
　職員給与費10名分（内会計年度2名分）、
　委託料、通信運搬費

　減価償却費 1,284,153,000 1,242,319,982 41,833,018

　資産減耗費 60,953,000 60,950,145 2,855 　固定資産除却費

79,051,000 79,049,115 1,885

　支払利息 45,321,000 45,320,515 485 　企業債利息

　消費税及び地方消費税 33,729,000 33,728,600 400

　雑支出 1,000 0 1,000

1,001,000 716,458 284,542

　固定資産売却損 8,000 7,855 145 　公用車売却損

　過年度損益修正損 993,000 708,603 284,397 　水道料金更正

30,000,000 0 30,000,000

　予備費 30,000,000 0 30,000,000
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○資本的収入 （単位：円、税込）

款 項 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 比較（Ｂ－Ａ） 主　な　内　容

36,547,000 26,770,777 △ 9,776,223

36,546,000 26,535,137 △ 10,010,863

　工事負担金 20,964,000 15,729,887 △ 5,234,113 　消火栓設置工事費負担金

　その他負担金 15,582,000 10,805,250 △ 4,776,750 　上下水道管理図システム負担金

1,000 235,640 234,640

　固定資産売却代金 1,000 235,640 234,640 　公用車売却代

○資本的支出 （単位：円、税込）

款 項 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 比較（Ａ－Ｂ） 主　な　内　容

2,148,307,000 1,797,983,032 350,323,968

1,842,695,000 1,492,372,011 350,322,989

　営業設備費 81,206,000 62,874,424 18,331,576 　量水器、上下水道管理図システム

　施設整備費 1,761,489,000 1,429,497,587 331,991,413
　職員給与費6名分、浄水施設費、
　配水管布設費

305,612,000 305,611,021 979

　企業債償還金 305,612,000 305,611,021 979 　企業債元金

※施設整備費比較（A－B)331,991,413円のうち、144,573,000円は、令和３年度へ繰越しました。

○補てん財源

　資本的収支（税込）については、収入額26,770,777円、支出額1,797,983,032円で、支出額に対し収入額が不足する額

1,771,212,255円は、減債積立金305,611,021円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額121,987,465円、

過年度分損益勘定留保資金535,222,062円、当年度分損益勘定留保資金808,391,707円で補てんしました。

○令和２年度に実施した主な工事 （単位：円、税込）

工　事　費 着　工　日 竣　工　日 工　　事　　内　　容

385,176,000 令和元年9月17日 令和3年2月22日 　受変電設備及び次亜設備更新

224,992,000 平成30年10月1日 令和2年9月15日 　自家発電機設備及び配水設備更新

146,774,400 平成30年10月1日 令和2年8月17日 　配水ポンプ棟築造及び場内配水管整備

84,744,000 令和2年9月23日 － 　耐震補強及びアルミドーム架替改修

58,443,000 令和2年8月6日 令和3年3月11日 　配水管布設替714.8ｍ　他

53,922,000 令和元年11月14日 令和2年12月15日 　配水管布設84.2ｍ　他

41,503,000 令和2年9月23日 令和3年2月19日 　配水管布設替633.5ｍ　他

令和２年度予算・決算（資本的収支)比較表
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　県道川越栗橋線脇（笊田橋）補強
　連絡管布設工事

　市道久喜7207号線（葛西用水路
　東側）他配水管布設替工事

負
担
金

　吉羽浄水場自家発電機設備及び
　配水設備更新工事(Ｈ30・Ｒ1・2継続費）

　吉羽浄水場配水ポンプ棟築造工事
　及び場内整備工事(Ｈ30・Ｒ1・2継続費）

　八甫浄水場№１ＰＣ配水池耐震補
　強及び改修工事(Ｒ2・3継続費）

　市道久喜5233号線（久喜跨線橋南
　側）他配水管布設替工事

工　　事　　名

　森下浄水場受変電設備及び次亜
　塩素注入設備更新工事(Ｒ1・2継続費）
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　 給水人口は、１５２，０２０人で総人口（１５２，１２０人）に対する普及率は９９．９％となっています。

　 総配水量は、１，８２５万４，０８２㎥、有収水量は、１，６６９万１，３８６㎥、有収率は、９１．４％です。

　 なお、総配水量のうち９５．５％は埼玉県企業局からの県水購入による水量で、残り４．５％は吉羽

浄水場で浄水した水量となっています。

区　　　分 令和２年度 令和元年度 増　　　減 増減率（％）

給水人口（人） 152,020 152,759 △ 739 △ 0.5

給水戸数（戸） 67,449 66,934 515 0.8

総配水量（㎥） 18,254,082 17,886,212 367,870 2.1

有収水量（㎥） 16,691,386 16,490,504 200,882 1.2

有収率（％） 91.4 92.2 △ 0.8 △ 0.9

○損益計算書（令和２年４月１日から令和３年３月３１日）
　 １年間の経営成績を明らかにするために、その期間中に得たすべての収益とこれに対応する

すべての費用を記載し、純損益とその発生原因を表示した報告書です。

（単位：円、税抜）

区　　　分 金　　　額 区　　　分 金　　　額

　営業収益 3,234,395,620 　営業費用 3,253,444,895

給水収益 3,037,146,070 原水及び浄水費 1,429,252,664

受託工事収益 188,263,530 配水及び給水費 286,927,528

その他 8,986,020 受託工事費 10,429,983

総係費 223,564,593

減価償却費 1,242,319,982

資産減耗費 60,950,145

　営業外収益 422,379,843 　営業外費用 45,320,515

受取利息 4,816 支払利息 45,320,515

長期前受金戻入 298,233,687

雑収益 124,141,340

　特別利益 253,950 　特別損失 652,095 純　利　益

収　益　合　計 3,657,029,413 費　用　合　計 3,299,417,505 357,611,908

※ 減 価 償 却 費 →

※ 資 産 減 耗 費 →

※長期前受金戻入→

○経営分析
令和２年度は供給単価が給水原価を２．８２円上回り、料金回収率が１００％を超え

給水にかかる費用を全て給水収益で賄うことができました。

また、施設整備のための企業債の借入れを行わなかったため、企業債残高の割合は減少しました。

指　　　標 令和２年度 令和元年度 平成３０年度

供給単価（円） 181.96 194.40 193.33

給水原価（円） 179.14 174.26 171.54

料金回収率（％） 101.6 111.6 112.7

経常収支比率（％） 110.85 121.76 123.61

企業債残高対給水

収益比率（％） 62.19 68.45 77.66

※ 供 給 単 価 →

※ 給 水 原 価 →

※ 料 金 回 収 率 →

※ 経 常 収 支 比 率 →

※ 企 業 債 残 高 対 →

　　給 水 収 益 比 率

　給水収益などの収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度

　賄えているかを表す指標です。100％以上で経常黒字となります。

　給水収益に対する企業債残高の割合で、企業債残高の規模を表す指標です。

○業務の状況

　有収水量１㎥あたり、どれだけの収益を得ているかを表す指標です。

　有収水量１㎥あたり、どれだけの費用がかかっているかを表す指標です。

　給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表した指標です。

　100％以上で給水費用を水道料金で賄えていることになります。

　応じて各事業年度の収入として収益化するものです。

　時間の経過によって価値が減少する資産（構築物など）について、取得に要した金額を資産の

　耐用年数に応じて各事業年度の費用として配分するものです。

　資産の改修などで資産を取り除いたときに発生する費用で、改修までの間に減価償却費が

　費用化されていない額を費用とするものです。

　資産の取得時に交付を受けた補助金等を、その資産の減価償却に併せて、資産の耐用年数に
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○貸借対照表（令和３年３月３１日）　　※棒グラフで表したものです。
　財政状態を明らかにするため、年度末時点のすべての財産を総括的に表したものです。
　資産は、土地や建物など所有する財産が記載され、負債･資本はその資産がどのように得られたかを示しています。

資産
・ 固定資産
・ 流動資産 

負債
・ 固定負債
・ 流動負債

・ 繰延収益

資本
・ 資 本 金
・ 剰 余 金

○キャッシュ・フロー計算書（令和２年４月１日から令和３年３月３１日）
　１年間の資金収支の状況を活動区分別に表示した報告書です。

・ 業務活動
・ 財務活動
・ 投資活動  △１３億４，３３９万５，２６０円 　：　固定資産の取得及び売却に関する収支です。

２６６億８，２９１万５，３２０円
３０億２，０１６万１，２３３円

１６億    １３１万８，３７７円
７億４，７４７万５，７４６円

５５億９，７３９万７，２５１円

１８３億９，９４２万９，２９１円
３３億５，７４５万５，８８８円

８億２，１８０万３，９４６円 　：　通常の業務活動に関する収支です。
　：　資金調達、返済に関する収支です。 △　３億　　５６１万１，０２１円

　　  あわせて収益化する長期前受金です。（現金収入ではありません）

　：　返済義務のない、資産の取得財源です。
　：　事業活動によって生じた財産です。

　：　令和４年度以降に返済する企業債です。
　：　令和２年度の未払金や、令和３年度に返済する企業債などです。

　：　固定資産の取得のため交付を受けた補助金等を当該資産の償却に

　：　久喜市水道事業で保有する浄水場や配水管などの資産です。
　：　久喜市水道事業で保有する現金などです。

負

債

資

本

資

産

固定負債16億131万8,377円

固定資産266億8,291万5,320円

流動負債7億4,747万5,746円

流動資産30億2,016万1,233円

繰延収益
55億9,739万7,251円

資本金183億9,942万9,291円

剰余金33億5,745万5,888円

業務活動
8億2,180万3,946円

投資活動
13億4,339万5,260円

正味減少

8憶2,720万2,335円

財務活動
3億561万1,021円

キャッシュの増加 キャッシュの減少

当年度キャッシュの増減内訳期首（令和２年４月１日）

資金残高

３２億８，３５６万４，７８５円

資金の減少

８億２，７２０万２，３３５円

期末（令和３年３月３１日）

資金残高

２４億５，６３６万２，４５０円
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○業務状況と収入と支出等の推移

１　業務状況

２　収益的収支関係

（単位：千円、税抜）

（千円）
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３　資本的収支関係

４　現金と企業債の残高

（単位：千円、税抜）

（単位：千円）

（千円）
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